
令和７年度 御前崎市学校給食センターだより 

 

 

 

２月は立春を迎え、暦の上では春です。しかし、まだ厳しい寒さが続き、インフルエンザや風邪などの

流行が心配です。うがい、手洗いを忘れずに、十分な睡眠と栄養バランスのとれた食事を摂ることが大切

です。健康なからだをつくり、風邪などの病気にかからないようにしましょう。 

 

 

 

２月、３月の給食には、市内の小学校６年生が考えた献立が登場します。 

６年生は家庭科の授業で１食分の献立を考える学習をしました。献立作りでは①いつ誰が食べるか、 

②栄養バランス、③料理の組み合わせ、④旬・地元食材、⑤彩り 等をポイントとして、 

学習しました。６年生一人一人が学習した内容を活用して、おすすめポイントの 

ある献立を考えました。 

どんな献立になるか楽しみにしていてください。 

日にち 学校名 ６年生からのおすすめポイント・工夫したポイント 

２月 

10 日（火） 
浜岡北小 

テーマ： バランスの良い食事 

旬の食材をたくさん使い、からあげなど人気のある食品を入れて、みんなが

残さないようにしました。 

17 日（火） 白羽小 
テーマ： ２月の旬の野菜を多く入れた献立 

色鮮やかでビタミン豊富な食材を入れた、健康に良い献立にしました。 

19 日（木） 御前崎小 

テーマ： 韓国フェア 2026 

みんなが好きな韓国料理にしました。五大栄養素もそろっていて彩も良く、野

菜も肉もおいしく食べられます。 

３月 浜岡東小 
テーマ： かぜに負けない身体を作ろう 

 野菜をたくさん入れたので、冬にかかりやすい感染症の予防になります。 

３月 第一小 

テーマ：冷えた身体を温める和食料理 

 寒い冬は栄養を吸収しづらいため、体を温める豚汁を入れました。また、

苦手な人が少ないからあげを入れて、残食が少なくなるようにしました。栄

養の役割を考えながら献立を考えました。 

 今回給食に取り入れた献立以外にもよいおすすめポイントや工夫したポイントのある献立が多くありました。ぜひ家

庭でも子どもたちの感想を聞いてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールランチ 

 

６年生が献立を考えました！ 

大豆をいったもの。豆ま

きに使うほか、自分の年齢

の数、または年齢の数＋１

個食べて、１年の幸福を願

います。大豆の代わりに落

花生を使う地域もありま
す。 

 太巻きずし。その年

の歳神様がいるとされ

る“恵方”を向き、願

い事を思い浮かべなが

ら、無言で丸かじりし

ます。 

よくかんで

食べよう！ 

２０２６年の

恵方は 

「南南東」 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 「食事の手伝いをしていますか」 

 

小笠地区学校保健会令和７年度食生活アンケート結果より 
（対象：小４・中 1 児童生徒 2818 名回答） 

親子で一緒に食事の支度をしている保護者の割合  親子で食事の準備をすることは、

様々なメリットがあります。 

①食への関心が高まる。 

②自分でできたという達成感や 

 誰かの役に立てた喜びを感じ 

 られる。 

③社会の仕組みや資源の大切さを 

 知り、感謝の気持ちが芽生える。 

 食の自立のためにも、食事づくり

に親子で取り組みたいですね。 


